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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2021年２月 12日に公表しました業績予想を下記のとおり修正しましたの

でお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2021年 12月期 第２四半期（累計）業績予想の修正 

① 2021年 12月期 第２四半期（累計）連結業績予想の修正 

（2021年１月１日～2021年６月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

四半期純利益 

１ 株 当 た り 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 14,150 1,150 1,150 760 12.54 

今回修正予想（Ｂ） 15,100 1,300 1,310 900 14.85 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 950 150 160 140 － 

増 減 率（ ％ ） 6.7 13.0 13.9 18.4 － 

( ご 参 考 ) 

前期第２四半期実績 
12,162 985 991 664 10.97 

 

  



   

② 2021年 12月期 第２四半期（累計）個別業績予想の修正 

（2021年１月１日～2021年６月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 14,140 750 1,100 740 12.21 

今回修正予想（Ｂ） 15,100 900 1,260 880 14.52 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 960 150 160 140 － 

増 減 率（ ％ ） 6.8 20.0 14.5 18.9 － 

( ご 参 考 ) 

前期第２四半期実績 
12,162 671 982 960 15.85 

 

 

２． 2021年 12月期 通期業績予想の修正 

① 2021年 12月期 通期連結業績予想の修正（2021年１月１日～2021年 12月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 30,000 2,310 2,330 1,530 25.25 

今回修正予想（Ｂ） 31,000 2,500 2,520 1,680 27.72 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,000 190 190 150 － 

増 減 率（ ％ ） 3.3 8.2 8.2 9.8 － 

( ご 参 考 ) 

前 期 実 績 
26,056 2,068 2,148 1,446 23.87 

 

② 2021年 12月期 通期個別業績予想の修正（2021年１月１日～2021年 12月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 30,000 1,510 2,230 1,480 24.42 

今回修正予想（Ｂ） 31,000 1,690 2,410 1,620 26.73 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,000 180 180 140 － 

増 減 率（ ％ ） 3.3 11.9 8.1 9.5 － 

( ご 参 考 ) 

前 期 実 績 
26,055 1,344 1,987 1,641 27.09 

 

 

 



   

 

３． 業績予想修正の理由 

（連結） 

主として、第２四半期（累計）個別及び通期個別業績予想修正の理由によるものであります。 

 

（個別） 

新型コロナウイルス感染症の再拡大などの影響から、「ＣＳ（ケア・サポート）セット」の需要が増

加し、主に、過年度に「ＣＳセット」を導入した既存施設における利用申込が継続して堅調に推移して

おります。また、第１四半期は、第２四半期に新規契約開始を見込んでいた施設が前倒しで導入される

など、新規契約の施設数が堅調に推移しました。このため、第２四半期累計期間及び通期の売上高及び

売上総利益が当初計画値を上回る見込みとなりました。 

今後の新型コロナウイルス感染症による経済活動への影響は依然として不透明な状況ですが、第３四

半期以降につきましても、主に過年度に「ＣＳセット」を導入した既存施設における利用申込が堅調に

推移するものと予測しております。 

一方で、第３四半期以降は、営業活動等の事業活動を徐々に通常水準に戻し、将来の成長に向けた各

種の活動費及び投資費用の発生を見込んでいることから、第２四半期累計期間に比べ、販管費の増加を

見込んでおります。 

第１四半期の実績及びこれらの予測を織り込み、2021年２月 12日に公表しました業績予想を修正い

たします。 

 

※ 業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


